
第
十
三
節
　
　
服
部
左
衛
門
佐
と
精
得
館

第
十
三
節

服
部
左
衛
門
佐
と
精
得
舘

　
元
治
二
年
四
月
七
日
（
一
八
六
五
年
五
月
一
日
）
、
改
元
さ
れ
て

慶
応
と
な
っ
た
。
こ
の
慶
応
改
元
の
こ
と
は
直
ち
に
所
司
代
松
平

越
中
守
よ
り
江
戸
に
注
進
さ
れ
た
が
、
同
月
十
八
日
（
陽
暦
五
月

十
二
日
）
に
至
り
、
江
戸
幕
府
に
朝
廷
の
詔
勅
が
達
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
幕
府
は
こ
の
改
元
を
各
地
に
報
じ
た
が
、
長
崎
奉
行
所
が

支
配
向
に
対
し
て
こ
れ
を
達
し
た
の
は
五
月
十
七
日
（
陽
暦
六
月

十
目
）
で
あ
っ
た
（
「
慶
応
元
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
服

部
左
衛
門
佐
在
勤
、
公
事
方
」
）
。
こ
の
達
を
発
し
た
頃
、
諸
事
改

革
に
努
力
し
て
、
幕
府
の
政
治
的
支
配
を
保
と
う
と
し
て
い
た
長

崎
奉
行
服
部
左
衛
門
佐
常
純
は
従
来
の
小
島
の
養
生
所
を
改
称
し

て
、
精
得
館
と
呼
ば
し
め
、
養
生
所
掛
の
人
事
異
動
も
行
い
、
精

得
館
掛
を
設
け
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
援
助
を
得
て
、
新
た
に
分
析

究
理
所
の
設
備
を
整
え
、
ハ
ラ
タ
マ
を
迎
え
た
。
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン

の
進
言
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
分
析
究
理
所
は
化
学
・
物
理
学
な

ど
の
基
礎
科
学
を
教
授
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
江
戸
幕
府
の

政
治
的
・
経
済
的
事
情
は
、
長
崎
に
の
み
医
学
を
研
究
せ
し
め
る

た
め
に
出
張
費
用
を
麦
出
し
て
人
を
派
遣
す
る
余
裕
も
な
く
、
江

戸
の
開
成
所
に
研
究
機
関
を
整
備
し
て
江
戸
に
か
け
る
学
問
の
興

隆
を
計
る
目
的
を
逮
成
さ
せ
得
る
と
も
考
え
ら
れ
た
の
か
、
遂
に

長
崎
に
お
け
る
分
析
究
理
所
は
廃
止
の
憂
目
に
逢
っ
た
の
で
あ
る
。

次
に
「
慶
応
元
年
、
文
書
科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
服
部
左
衛
門
佐

在
勤
、
公
事
方
」
に
よ
っ
て
、
精
得
館
の
人
事
異
動
を
示
そ
う
と

思
う
が
、
そ
れ
は
慶
応
元
年
閏
五
月
二
日
（
陽
暦
六
月
二
十
四
日
）

と
同
月
十
三
日
（
陽
暦
七
月
五
日
）
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
年
二

月
五
日
（
陽
暦
三
月
二
日
）
、
御
用
所
詰
で
あ
っ
た
花
和
源
次
が
御

用
所
詰
を
免
ぜ
ら
れ
、
養
生
所
方
の
詰
切
を
申
渡
さ
れ
て
い
た
が
、

四
月
六
日
（
陽
暦
四
月
三
十
日
）
に
至
り
、
養
生
所
掛
と
御
用
所
掛

詰
の
兼
務
を
申
渡
さ
れ
、
公
事
方
掛
・
市
中
定
廻
り
の
当
分
助
は

免
ぜ
ら
れ
た
。
叉
、
腰
高
秀
三
郎
は
四
月
五
日
（
陽
暦
四
月
二
十

九
日
）
に
養
生
所
井
び
に
御
用
所
掛
を
申
渡
さ
れ
て
い
た
が
、
同
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日
、
市
中
定
廻
井
び
に
書
物
掛
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
伊
藤
直
三
郎

が
閏
五
月
二
日
（
陽
暦
六
月
二
十
四
日
）
に
精
得
館
掛
を
申
渡
さ
れ
、

公
事
方
掛
市
中
定
廻
り
・
書
物
掛
を
免
ぜ
ら
れ
た
の
と
同
時
に
腰

高
秀
三
郎
の
精
得
館
懸
り
が
免
ぜ
ら
れ
、
伊
藤
直
三
郎
と
代
っ
て
、

公
事
方
掛
市
中
定
廻
り
、
御
用
所
詰
の
兼
勤
を
申
渡
さ
れ
た
。

　
さ
て
、
閏
五
月
十
三
日
（
陽
暦
七
月
五
日
）
に
至
り
、
前
記
花
和

源
次
は
居
留
場
掛
を
申
渡
さ
れ
、
精
得
館
・
御
用
所
掛
は
免
ぜ
ら

れ
た
。
叉
、
四
月
五
日
（
陽
暦
四
月
二
十
九
日
）
以
来
、
市
中
定
廻

井
書
物
掛
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
今
井
由
郎
は
閏
五
月
十
三
日
に
公

事
方
掛
を
免
ぜ
ら
れ
、
書
物
掛
は
こ
れ
ま
で
の
通
り
勤
め
さ
せ
た

ま
ま
、
居
留
場
掛
に
転
じ
た
、
花
和
源
治
の
後
任
と
し
て
精
得
館

掛
を
申
渡
さ
れ
た
。

　
こ
の
長
崎
奉
行
所
の
任
免
文
書
は
す
べ
て
「
慶
応
元
年
、
文
書

科
事
務
簿
、
手
頭
留
、
服
部
左
衛
門
佐
在
勤
、
公
事
方
」
に
見
え

る
が
、
一
方
、
四
月
十
日
、
町
便
を
以
て
、
服
部
左
衛
門
佐
常
純

は
「
長
崎
精
得
館
内
分
理
究
理
所
教
師
手
伝
御
雇
之
儀
蘭
医
ホ
ー

ド
イ
ン
申
立
候
義
二
付
再
応
申
上
侯
書
付
」
を
幕
府
に
進
達
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
、
精
得
館
改
称
の
時
期
が
慶
応
元
年
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四
月
上
旬
（
六
日
よ
り
十
日
ま
で
の
間
）
、
即
ち
、
慶
応
改
元
の

頃
と
決
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
文
久
元
年
に
設
立
さ
れ
た
養
生
所
並
び
に
医
学
所
と
、

慶
応
元
年
に
設
立
さ
れ
た
分
析
究
理
所
と
は
統
一
し
た
組
織
の
も

と
に
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
最
も
主
体
と

な
っ
て
い
た
養
生
所
を
精
得
館
と
改
称
し
た
だ
け
で
、
医
学
所
及

び
分
析
究
理
所
等
の
附
属
機
関
を
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、
後
年
、
医
学
を
学
ぶ
た
め
長
崎
に
派
遣
さ
れ
る
学
生
に
対

す
る
文
書
に
医
学
所
と
明
記
し
た
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
当
然
、

精
得
館
の
中
の
医
学
所
の
意
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
奉
行
所
の
文
書

中
に
、
養
生
所
掛
が
そ
の
ま
ま
精
得
館
掛
と
し
て
見
え
、
精
得
館

掛
以
外
に
養
生
所
掛
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
叉
、
こ
の
精
得
館
の
敷
地
・
（
医
学
所
、
分
析
究
理
所
を
含
む
）

は
十
一
月
に
至
り
、
長
崎
奉
行
所
が
買
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
慶
応
元
年
の
国
内
政
惜
は
誠
に
多
事
多
難
で
あ
っ
た
。

正
月
十
六
日
（
陽
暦
二
月
十
一
日
）
、
高
杉
晋
作
等
の
挙
兵
に
対
し

て
、
　
将
軍
家
茂
は
長
州
征
伐
の
途
に
上
り
、
　
閏
五
月
二
十
五
日

（
陽
暦
七
月
十
七
日
）
に
は
大
坂
城
に
入
っ
て
い
る
が
、
二
月
に
は
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筑
波
山
の
乱
を
起
し
た
武
田
耕
雲
斎
等
が
斬
に
処
せ
ら
れ
た
。
五

月
に
は
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
の
来
任
が
あ
り
、
六
月
に
は
尼
崎
に

病
院
を
創
設
し
て
竹
内
潤
川
を
そ
の
院
長
に
任
じ
た
。
九
月
に
は

各
国
公
使
が
大
坂
湾
に
廻
航
し
、
条
約
の
勅
許
を
強
請
し
た
の
で

あ
る
。
そ
し
て
柴
田
日
向
守
一
行
が
特
命
理
事
官
と
し
て
海
外
派

遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
も
こ
の
月
で
あ
る
。
翌
十
月
に
は
将
軍
家
茂

は
朝
廷
に
開
港
の
必
要
を
説
き
、
勅
許
を
乞
い
、
条
約
締
結
の
勅

許
を
得
た
。
叉
、
外
国
公
使
等
は
長
州
征
伐
の
遅
延
と
兵
庫
開
港

等
を
詰
問
し
て
来
た
が
、
家
茂
は
遂
に
将
軍
職
を
辞
し
、
慶
喜
を

嗣
と
す
る
こ
と
を
朝
廷
に
乞
い
、
一
橋
慶
喜
は
こ
こ
に
入
っ
て
将

軍
輔
佐
職
に
就
任
し
た
。

　
慶
応
元
年
は
全
く
国
内
、
国
外
と
も
に
多
難
で
、
長
崎
で
も
そ

う
し
た
政
情
に
よ
り
甚
だ
し
い
混
乱
を
来
し
姶
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
然
し
こ
の
よ
う
な
混
乱
期
に
あ
っ
て
も
、
西
洋
医
学
に
対
す

る
幕
府
の
保
護
は
続
け
ら
れ
、
江
戸
の
医
学
所
よ
り
長
崎
に
留
学

を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
緒
方
惟
準
は
西
洋
医
学
研
究
の
た
め
、
オ
ラ

ン
ダ
に
留
学
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
緒
方
惟
準
の
海
外

留
学
は
医
学
研
究
と
し
て
は
第
二
回
目
に
当
る
が
、
こ
れ
は
ボ
ー

ド
ウ
ィ
ン
の
帰
国
が
決
定
し
た
時
に
発
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
次
に
示
す
よ
う
に
、
文
久
三
年
五
月
に
長
崎
に
着
任
し
た
服

部
左
衛
佐
は
奉
行
職
に
在
任
中
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
建
白
書
に
従

っ
て
分
析
究
理
所
を
建
設
し
、
基
礎
学
科
の
教
師
招
聰
に
も
努
力

を
吝
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
慶
応
二
年
一
月
三
十
日
（
一
八
六

六
年
三
月
十
六
日
）
夕
刻
、
長
崎
丸
に
搭
乗
し
て
江
戸
へ
参
府
し

た
時
も
こ
う
し
た
医
学
教
育
に
関
す
る
報
告
を
な
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
池
田
謙
斎
は
当
時
を
回
顧
し
て
「
生
理
と
眼
科
の
講

釈
が
済
だ
時
分
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

じ
や
が
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
は
い
つ
も
人
に
向
て
こ
ん
な
こ
と
を
云
、

っ
て
ゐ
た
。
一
人
位
の
教
師
で
は
、
ど
て
も
医
学
全
科
を
教
ゆ
る

さ
へ
困
難
で
あ
る
。
況
や
医
学
を
修
め
る
に
は
、
其
基
礎
と
し
て

理
化
学
は
勿
論
、
動
植
物
か
ら
鉱
物
学
も
心
得
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、

是
等
普
通
教
育
を
施
す
中
学
校
さ
へ
、
ま
だ
日
本
に
な
い
の
だ
か

ら
、
愈
々
困
難
で
あ
る
。
だ
か
ら
少
な
く
も
今
一
人
位
の
教
師
は

是
非
共
傭
聴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
の
意
見
を
漏
し
て
ゐ
た
の
で
、
当

時
の
奉
行
で
有
名
な
服
部
と
い
ふ
開
け
た
人
が
居
た
を
幸
、
ボ
ー

ド
ウ
ィ
ン
が
右
の
意
見
を
建
白
書
に
し
て
差
出
し
、
戸
塚
な
ど
が
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そ
れ
を
説
明
し
た
結
果
終
に
之
れ
が
容
れ
ら
れ
て
ボ
ー
ド
ゥ
ィ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

の
帰
国
と
共
に
其
代
り
と
し
て
マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
と
そ
れ
か
ら
理

化
学
以
下
の
教
師
と
し
て
更
に
ガ
ラ
ト
マ
ン
と
い
ふ
都
合
二
人
の

傭
教
師
が
来
る
こ
と
と
な
っ
た
。
此
ガ
ラ
ト
マ
ン
と
い
ふ
の
は
矢

張
医
者
で
あ
っ
た
が
、
物
理
学
と
化
学
に
は
最
も
得
意
の
学
者
だ

っ
た
そ
れ
か
ら
此
人
々
の
ま
だ
来
著
し
な
い
以
前
に
、
矢
張
ボ
ー

ド
ウ
ィ
ン
の
考
案
で
、
化
学
と
物
理
学
の
教
場
が
新
に
建
て
ら
れ

た
と
云
う
風
。
随
分
本
気
に
や
る
積
り
じ
や
っ
た
の
だ
。
私
共
も

マ
ン
ス
フ
ェ
ル
ド
が
来
て
か
ら
本
当
に
医
者
に
成
れ
る
か
と
思
っ

た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
、
文
中
の
ガ
ラ
ト
マ
ン
は
ハ
ラ
タ
マ

で
あ
る
。
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